
「エアーホバーでポウリング」をしよう！

1 . エアーホバーはとうして浮くの？
きたい

モーターとプロペラで集めた空気がホバーの機体と地面の間に空気だまりを作ります。この空気だまり
あつりよく ぜんたい ふじょう

の圧力で機体全体が浮上しています。

ざいりょう

2. 材料

どうぐ

【材料】 【道具】

・モーター 1個
• プロペラ 1個

あ つ が み

• 厚紙、アルミホイル

• 電池ホルダー（単4) 2個

・ 硫池（箪4) 2本 ・カッター

．厨紐スチロールの箪証（大） 1個 • 発泡スチロール用ボンド
ゆせい

• 発泡スチロールカップ（小） 1個 ・リード籐 ．油性ペン
りょうめん

• 発泡スチロールボード 2枚 ・ラジオペンチ ・両面テープ

3 エアーホバーの作り方手順
ていめん

①平皿の底面に発泡カップのロ
かたがみ

より一回り小さい型紙を当て、
えが

油性ペンで円を描き、カッ

ターで切りぬく。

'-

④平皿にカップを組み入れ、発
せっちゃく

泡スチロール用ボンドで接着

する。
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②カップの底面に約4.5cmの穴

をカッターであける。（カッ

プの底面はかたいのでカッ
は

ターの刃で手を切らないよう

に気をつけてください）

I⑤モーターを発泡スチロール

ボード 2枚ではさむようにつ

け、モーターにプロペラを取

り付ける。

たて‘

③発泡スチロールボードを（縦
よこ

2cmX横8cm) の大きさで2

枚、カッターで切り取る。

』~ 

./ 

せいさく

⑥スイッチの製作

厚紙にアルミホイルをまき
はし

つけ、端にリード線を通して

ねじる。

クリップにリード線をまき

つけてラジオペンチではさむ。



ll •• テ

⑦羽根付きモーターとスイッチ

と電池ホルダーを一つながり

にリード線でつなぐ。電池ホ
ちゅう

ルダーのプラスマイナスに注
し9

意してつなぐ。

,-
⑧スチロールポードではさんだ

<~ ・) ぶ

'-

モーター!Wl~!UJ; 部」をカップ

内側の口部分にさしこみ、ボ

ンドでつける。

4 エアーホバーでボウリングをやってみよう
①ボウリングでは、ピンはプラスチックカップです。この

じっさい なら

ピンを実際のボウリングのように三角形に並べます。少
ちが とくてん

し違うのは、ピンことに得点が書いてあるところです。
こうとくてん ねら

高得点のピン（プラスチックカップ）を狙いましょう 。

②手前にあるマーカーの間から前に出ないように、エアー
むか

ホバーを、ピンに向って押し出します。
め1,:』"い）た』J

③エアーホバーが合1,し、倒れたピンに ~.[.t いてある点の合
けし 9

計が得点になります。（とのビンを何点にするか、占闊に

決めてください）

④倒れたピンだけ外し、もう一度エアーホバーを投げます。

⑤2回行いその合計をスコアボードに記入します。
しょ うはい きそ

⑥全部で 5フレーム投げてその合計で勝敗を競います。

⑦ 1フレームことにげぃに妥代しながら、合計点数を競い

ましょう 。
きろくひょう りよう

※記録表を利用しながら、ゲームを行います。

ちゅう い じ → う

「注意事項J

⑨電池ボックス 2個を平皿の内
りようがわ

側の両側に、左右のバランス

を考えて、両面テープでつけ

る。

／ 

／ 

ボウリングのイメージ

つよ お かる

・エアーホバーは浮いているので、あまり強く押さないでください。投げるというよりも、軽く押して平
ゆか くふう

らな床の上を削らせるのがこつです。真っ直ぐに投げるのは、どのように滑らせるのがよいか工夫して

投げましょう。
できあ しゃしん

出来上がりの写真

うら面
ぜんたい

全体写真
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